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１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 9,047 △1.1 1,518 11.8 1,108 18.5

2022年３月期第１四半期 9,152 4.1 1,357 119.3 935 259.9
(注)包括利益 2023年３月期第１四半期 △8,060百万円( ― ％) 2022年３月期第１四半期 2,272百万円(△53.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 13.44 4.16

2022年３月期第１四半期 11.32 3.35

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 2,745,896 95,605 3.4

2022年３月期 2,961,028 104,097 3.5
(参考) 自己資本 2023年３月期第１四半期 95,605百万円 2022年３月期 104,097百万円

(注)「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

2023年３月期 ―

2023年３月期(予想) 0.00 ― 5.00 5.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

上記「配当の状況」は普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式の配当の状況について

は、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,000 △31.2 1,700 △30.9 20.60

通期 3,700 △28.8 3,100 △26.7 37.52
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ6「2.(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期１Ｑ 82,553,721株 2022年３月期 82,553,721株

② 期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 129,841株 2022年３月期 32,441株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 82,489,012株 2022年３月期１Ｑ 82,529,881株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要
因により大きく異なる可能性があります。

　

　　



○種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（第四種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 0.00 ― 0.05 0.05

（注1）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

（注2）2023年3月期（予想）について、2022年7月8日に預金保険機構が公表した震災特例金融機関等の「優先配当年

率としての資金調達コスト（令和3年度）」により算出した額に修正しております。

（注3）１株当たり配当金の算定の基礎となる計数及び算式

(1)2022年3月期

　①算式

　 配当金＝１株当たりの払込金額×0.00%

　②１株当たりの払込金額

　 500円

　③発行済株式数

　 70,000,000株

(2)2023年3月期（予想）

　①算式

　 配当金＝１株当たりの払込金額×0.01%

　②１株当たりの払込金額

　 500円

　③発行済株式数

　 70,000,000株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、経常収益は、有価証券利息配当金の増

加等により資金運用収益は増加しましたが、国債等債券売却益の減少によりその他業務収益が減

少したことなどから、前年同期比1億5百万円減少の90億47百万円となりました。

経常費用は、与信関係費用の減少等によりその他経常費用が減少したことや、人件費等の営業

経費が減少したことなどから、前年同期比2億66百万円減少の75億28百万円となりました。

　その結果、経常利益は前年同期比1億60百万円増加の15億18百万円に、親会社株主に帰属する四

半期純利益は同1億73百万円増加の11億8百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、貸出金は増加しましたが、

現金預け金や有価証券の減少等により、前連結会計年度末比2,151億円減少し、2兆7,458億円とな

りました。

　負債は、預金は増加しましたが、借用金の減少等により前連結会計年度末比2,066億円減少し、

2兆6,502億円となりました。

純資産は、その他有価証券評価差額金の減少等により、前連結会計年度末比84億円減少の956億

円となりました。

　主要な勘定残高では、預金は法人預金や個人預金の増加等により、前連結会計年度末比799億円

増加の2兆5,458億円となりました。

　貸出金は、地方公共団体向け貸出の増加等により、前連結会計年度末比212億円増加の1兆9,038

億円となりました。

　有価証券は、地方債や投資信託の減少等により、前連結会計年度末比126億円減少の4,886億円

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年3月期第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、2022年5月13日に公

表した数値から変更ありません。　
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

現金預け金 524,843 296,354

買入金銭債権 1,005 1,049

商品有価証券 200 157

金銭の信託 2,948 2,728

有価証券 501,352 488,697

貸出金 1,882,596 1,903,859

外国為替 7,188 10,640

その他資産 17,224 19,090

有形固定資産 20,833 20,686

無形固定資産 4,533 4,768

退職給付に係る資産 4,898 4,955

繰延税金資産 1,555 1,327

支払承諾見返 1,103 879

貸倒引当金 △9,255 △9,298

資産の部合計 2,961,028 2,745,896

負債の部

預金 2,465,954 2,545,888

コールマネー及び売渡手形 20,000 ―

債券貸借取引受入担保金 12,000 20,388

借用金 349,000 74,200

外国為替 93 88

その他負債 7,197 7,794

賞与引当金 743 191

退職給付に係る負債 96 99

役員退職慰労引当金 3 0

執行役員退職慰労引当金 52 52

睡眠預金払戻損失引当金 121 110

ポイント引当金 15 16

偶発損失引当金 227 260

再評価に係る繰延税金負債 321 321

支払承諾 1,103 879

負債の部合計 2,856,931 2,650,291

純資産の部

資本金 48,868 48,868

資本剰余金 30,447 30,447

利益剰余金 34,909 35,606

自己株式 △8 △27

株主資本合計 114,216 114,894

その他有価証券評価差額金 △11,728 △20,835

土地再評価差額金 341 341

退職給付に係る調整累計額 1,267 1,204

その他の包括利益累計額合計 △10,119 △19,289

純資産の部合計 104,097 95,605

負債及び純資産の部合計 2,961,028 2,745,896
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

経常収益 9,152 9,047

資金運用収益 6,262 6,448

（うち貸出金利息） 5,131 5,145

（うち有価証券利息配当金） 1,074 1,180

役務取引等収益 2,112 2,164

その他業務収益 353 69

その他経常収益 424 365

経常費用 7,795 7,528

資金調達費用 119 95

（うち預金利息） 21 16

役務取引等費用 961 959

その他業務費用 35 65

営業経費 6,007 5,884

その他経常費用 672 524

経常利益 1,357 1,518

特別利益 1 24

固定資産処分益 1 24

特別損失 1 22

固定資産処分損 1 22

税金等調整前四半期純利益 1,357 1,520

法人税、住民税及び事業税 94 155

法人税等調整額 327 255

法人税等合計 422 411

四半期純利益 935 1,108

親会社株主に帰属する四半期純利益 935 1,108
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 935 1,108

その他の包括利益 1,337 △9,169

その他有価証券評価差額金 1,391 △9,106

退職給付に係る調整額 △54 △63

四半期包括利益 2,272 △8,060

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,272 △8,060
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17

日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用

し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適

用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これにより、そ

の他有価証券の私募投資信託(REIT)について、従来は取得原価をもって連結貸借対照表価額とし

ておりましたが、入手した直近の基準価額をもって時価評価する方法に変更しております。

（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症の影響は、今後も一定期間続くものと想定しております。

　当行グループの貸出金等の信用リスクには一定程度の影響があると認識しておりますが、政

府・自治体や金融機関等による中小企業の資金繰り支援等が実施されており、当行グループの与

信費用への影響は限定的であるとの仮定をおいて貸倒引当金を計上しております。

　また、当該仮定は不確実性があり、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響が変化した場

合には、連結財務諸表に影響を及ぼす可能性があります。

　なお、新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定については、前連結会計年度の有価証券

報告書における（重要な会計上の見積り）に記載した内容から重要な変更はありません。
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1.　損益の概況

(1)　単体損益

【単体】 （単位：百万円）

2023年3月期 2022年3月期 2023年3月期

第1四半期 第1四半期 第2四半期累計期間

（3ヵ月） （3ヵ月） 【業績予想】

（6ヵ月）

業務粗利益 7,539 △ 51 7,590

資金利益 6,353 209 6,143

役務取引等利益 1,182 53 1,128

その他業務利益 4 △ 314 318

うち国債等債券損益 △ 0 △ 275 275

経費(除く臨時処理分)(△) 5,945 △ 109 6,055

人件費(△) 3,067 △ 123 3,190

物件費(△) 2,393 △ 53 2,447

税金(△) 485 68 417

実質業務純益 1,593 58 1,535

コア業務純益 1,594 334 1,259

コア業務純益(除く投資信託解約損益) 1,594 406 1,187

一般貸倒引当金繰入額(△)　① △ 0 2 △ 3

業務純益 1,594 55 1,538

金銭信託運用見合費用(△) 0 △ 0 0

臨時損益 △ 78 100 △ 179

うち株式等関係損益 △ 0 △ 123 123

うち不良債権処理額(△)　② 134 △ 351 486

経常利益 1,515 156 1,358 1,900

特別損益 1 1 0

税引前四半期純利益 1,516 158 1,358

法人税、住民税及び事業税(△) 155 60 94

法人税等調整額(△) 255 △ 71 327

四半期(中間)純利益 1,105 169 936 1,600

与信関係費用　① + ② 134 △ 348 482

(注) コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

前年同期比

➣ 2023年3月期第1四半期の単体の業務粗利益は、有価証券利息配当金や預け金利息の増加等により

資金利益が増加しましたが、国債等債券売却益の減少等によりその他業務利益が減少したことな

どから、前年同期比51百万円減少の75億39百万円となりました。

➣ 実質業務純益は、業務粗利益は減少した一方、人件費等の経費が前年同期比1億9百万円減少した

ことから、同58百万円増加の15億93百万円に、コア業務純益(除く投資信託解約損益)についても

同4億6百万円増加の15億94百万円となりました。

➣ 経常利益は、コア業務純益の増加に加えて、与信関係費用が減少したことなどにより、前年同期

比1億56百万円増加の15億15百万円に、四半期純利益についても同1億69百万円増加の11億5百万円

となりました。
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(2)　連結損益

【連結】 （単位：百万円）

2023年3月期 2022年3月期 2023年3月期

第1四半期 第1四半期 第2四半期累計期間

（3ヵ月） （3ヵ月） 【業績予想】

（6ヵ月）

連結業務粗利益 7,562 △ 51 7,613

資金利益 6,353 209 6,143

役務取引等利益 1,204 53 1,151

その他業務利益 4 △ 314 318

営業経費(△) 5,884 △ 122 6,007

与信関係費用(△) 134 △ 348 482

株式等関係損益 △ 0 △ 123 123

その他 △ 24 △ 134 110

経常利益 1,518 160 1,357 2,000

特別損益 1 1 0

税金等調整前四半期純利益 1,520 162 1,357

法人税、住民税及び事業税(△) 155 60 94

法人税等調整額(△) 255 △ 71 327

四半期純利益 1,108 173 935

1,108 173 935 1,700

前年同期比

親会社株主に帰属する
四半期（中間）純利益

➣ 2023年3月期第1四半期の連結の業績は、主として単体の損益状況を反映し、連結業務粗利益は

前年同期比51百万円減少の75億62百万円、経常利益は同1億60百万円増加の15億18百万円となり

ました。

➣ 親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比1億73百万円増加の11億8百万円となり、第2四

半期の業績予想に対して順調に推移しておりますが、現時点で、2023年3月期第2四半期累計期

間及び通期の連結業績予想については、2022年5月13日に公表しました予想値からの変更はあり

ません。
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2.　金融再生法開示債権およびリスク管理債権 　

【単体】 (単位 : 百万円)

2021年6月末比

4,260 △ 1,443 5,704 4,199

28,028 △ 4,138 32,167 27,682

7,419 △ 1,199 8,618 7,517

三月以上延滞債権 19 △ 10 29 25

貸出条件緩和債権 7,400 △ 1,188 8,588 7,491

39,708 △ 6,781 46,490 39,399

1,907,664 77,880 1,829,784 1,885,376

1,947,373 71,099 1,876,274 1,924,775

(単位 : ％)

開示債権比率　①／② 2.03 △ 0.44 2.47 2.04

(注) 債務者区分との関係： 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 … 破綻先債権及び実質破綻先債権

危険債権 … 破綻懸念先債権

三月以上延滞債権 … 要注意先債権のうち3ヵ月以上延滞債権

   貸出条件緩和債権 … 要注意先債権のうち貸出条件緩和債権に該当する債権

3.　自己資本比率 (国内基準)　

【連結】 (単位 : 億円)

2021年6月末比

① 自己資本比率　②/③ 8.91 ％ △ 0.28 ％ 9.19 ％ 8.94 ％

② 自己資本の額 1,127 33 1,093 1,119

③ リスク・アセットの額 12,648 750 11,898 12,516

④ 所要自己資本額　③×4% 505 30 475 500

合計  　②

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

小計　　①

正常債権

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

2022年6月末 2022年3月末2021年6月末

➣ 2022年6月末の金融再生法開示債権およびリスク管理債権は、危険債権等が減少したことか

ら、前年同月末比67億81百万円減少し397億8百万円となりました。

➣ 開示債権比率は、危険債権を中心とした開示債権の減少を主因に、前年同月末比0.44ポイ

ント低下し2.03％となりました。

➣ 2022年6月末の連結自己資本比率は、自己資本の額は増加しましたが、リスク・アセットの額

も増加したことから、前年同月末比0.28ポイント低下し、8.91％となりました。
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4.　時価のある有価証券の評価差額

(1)　その他有価証券

【単体】   (単位 : 億円)

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 4,944 △ 208 38 247 4,915 25 55 30 4,831 △ 117 27 144

 株  式 54 13 14 1 38 9 10 0 55 13 14 0

 債  券 2,727 △ 27 8 35 3,268 14 21 6 2,816 △ 15 9 25

 その他 2,162 △ 194 15 210 1,607 0 23 23 1,959 △ 114 2 117

うち外国証券 442 △ 41 0 41 414 8 10 1 416 △ 22 0 22

うち投資信託 1,626 △ 152 15 168 1,038 △ 8 13 21 1,539 △ 92 2 95

　(注) 1.「評価差額」は、帳簿価額と時価との差額を計上しております。

　　   2. 有価証券のほか譲渡性預け金を含めております。

(2)　満期保有目的の債券

該当ありません。

(3)　子会社株式で時価のあるもの

該当ありません。

➣ 2022年6月末のその他有価証券の評価差額は、その他(外国証券及び投資信託)の評価損の増加を主

因に、208億円の評価損となりました。
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5.　預金・貸出金残高等の状況

(1)　預金・貸出金残高

【単体】  　(単位 : 億円)

2021年6月末比

 預  金　　 25,462 635 24,827 24,663

18,545 477 18,067 18,269

 貸 出 金　 19,038 677 18,361 18,825

(2)　中小企業等貸出金残高・比率

【単体】全店  　(単位 : 億円、%)

2021年6月末比

 貸出金残高(A) 19,038 677 18,361 18,825

 中小企業等貸出金残高(B) 13,298 205 13,092 13,303

7,591 130 7,461 7,610

 中小企業等貸出比率(B/A) 69.84 △ 1.46 71.30 70.66

 （注)  1. 中小企業等貸出金には、個人向け貸出を含めております。

 （注） 2. 中小企業貸出とは、中小企業等貸出金から個人事業者以外の個人を除いた先に対する貸出で、かつ、土地開発

           公社向け貸出、SPC向け貸出等を除外した貸出。

(3)　消費者ローン残高

【単体】  　(単位 : 億円)

2021年6月末比

 消費者ローン 5,027 107 4,920 4,990

4,690 102 4,587 4,654

337 4 332 336

(4)　預り資産残高

【単体】  　(単位 : 億円)

2021年6月末比

 預り資産 2,675 136 2,539 2,711

1,221 107 1,114 1,243

1,371 42 1,329 1,386

57 △ 9 67 59

24 △ 4 28 22

 年金保険等

 国債等公共債

 外貨預金 

 うち個人預金

 うち中小企業貸出残高

 住宅ローン 

 その他ローン

 投資信託 

2022年6月末

2022年6月末 2022年3月末

2022年3月末

2021年6月末

2021年6月末

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

➣ 2022年6月末の預金残高は、法人預金及び個人預金が増加したことから、前年同月末比635億

円増加し、2兆5,462億円となりました。

➣ 貸出金残高は、前年同月末比677億円増加の1兆9,038億円となりました。また、中小企業等

貸出金残高は、同205億円増加の1兆3,298億円となりました。

➣ 預り資産残高は、投資信託及び年金保険等の増加により、前年同月末比136億円増加の2,675

億円となりました。
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